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DIA－WINIによる逆打工法の記錦  
RecordofInvertedConstructionMethodbyDIA－WINII   

竹内  宏＊  
鬼木 光一＊＊  

Hiroshi Takeuchi KoichiOniki  

要   約   

横浜駅西口駅前の繁華街で，地下2階の既存地下室がある狭い敷地内において，地下4  

階，掘削深さ22．5mの地下室を含む地上15階の事務所棟の施工をおこなった．   

建物構造の特殊性，地盤沈下監視区域および地下鉄駅への近接といった条件のもとで33  

カ月内完成のために．構造体として利用するRC連続壁DIA－WINIを用いた逆打工法で施  

工した．   

逆打施工では，吊り型枠・オムニヤ版スラブ・シース管によるコンクリート打設などに  

より，従来逆打工程を1．5カ月短縮することができた．  

る．地下室全休が片土庄を受ける条件のもと，工期短縮  

のために，梁の吊り型枠・オムニヤ版スラブ・デッキス  

ラブ・デッキ側型枠の使用，シース管によるコンクリー  

ト打設，掘削方法の検討などをおこない，施工した結果，  

当初の目的が達成できた．   

逆打躯体の，先行躯体と復行躯体の打ち継ぎ処理とし  

て，特殊ホースによるゲラウト施工をおこなった．その  

際，事前に一体打・順打・逆打（ダラウト）のコンクリ  

ート打ち継ぎ部せん断性能実験をおこなっており，その  

結果も併せて報告する．  

目  次  

§1．はじめに  

§2．工事概要  

§3．設計の特殊性  

§4．建物の周辺状況と地質  

§5．工事工程と地下工法の選択  

§6．D鮎しWIN］の施工  

§7．構莫柱の施工  

§8．地下逆打躯体の設計と施工  

§9．おわりに   

§1．はじめに   

本報は，構造体として利用するRC地中連続壁DIA－  

WIN［の施工1）内容を含む地下逆打工事の施工報告であ  

§2．工事概要  

工事名称：（仮称）横浜駅西口駅前再開発事業  

B棟新築工事  

企業先：東京建物（株），安田信託銀行（株）  

工事場所：神奈川県横浜市西区北幸1－7－1他  

＊横浜（支）横浜西口再開発（出）  

＊＊建築設計部企画開発課  
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規 模：階  数 地上15階，地下3階  

建築面積1，100m2  

延床面積14，900m2  

軒  高 59．3m  

最高高さ 65m  

根切り深さ 22．5m  

構 造：地下1－4階，SRC造  

（耐震壁付きラーメン構造）  

地上1－15階，S造  

図－1敷地平面図  
§3．建物の特殊性  

隣接するA棟側とは，地震時に揺れる周期が異なり，当  

建物と接触していると衝突現象が起こる恐れがあるため，  

両様の間は地下階を含め，空間を設けた設計となっている．   

したがって，地下外壁面に作用する土庄（水圧を含む）  

は片土庄となる．地下躯体には，静止土庄の他に，地震  

時には建物の慣性力（地震力）と地震時土庄がA横方向  

に作用する．   

本建物の地下室の深さは29．Omと深いため，基礎杭に  

は，片土庄のため地震時に大きな水平力が働き，杭は大き  

く変形する．この変形を小さくするためには杭の剛性を  

大きくする必要があるが，通常の場所打ち杭では限界が  

ある．そのため，RC連続壁を杭として採用することにした．   

本建物の建設区域は，横浜市環境保全局の指定する地  

盤沈下監視区域である．区域内の大深度地下工事に際し  

ては，事前に関連部署と学識経験者からなる“地盤沈下  

検討委貞会”との協議が必要であり，地下水の排出は全  

面禁止の指示があった．さらに，山留壁から約7．Om離れ  

た位置に地下鉄軌道が敷設されており，山留壁の変形に  

関しては軌道の変位量が5．Omm以内とすることが要求され  

ていた．   

これらの条件を満足するためには，剛性が高く止水性  

に優れた山留壁が不可欠であり，その結果，当社の建築  

センター認定工法である“DIA－WINⅡ”を採用するこ  

とにした．   

本建物では，山留壁を，地下外壁・耐震壁・基礎杭と  

して利用している．  

図－2 AA’断面図  図－3 BB’断面図  
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地中連続壁  

§4．建物の周辺状況と地質   

敷地周辺の地下工事と関連する構造物は図－1～3の  

通りであり，地下鉄およびDブロック地下街とはBl階  

で，A棟とはBl・B2階で接続しているため，各接続時  

期の制約を受けた．   

112  

GL－51．3m  

図－4 柱状図   
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逆打工法によるエ程  

図一5 当初の逆打工程と順打工程の比較   

こととした（図－5）．  敷地地盤は，GL－37．Omまで軟弱なシルト層が続く  

（図－4）．支持層である土丹層に建物荷重と水平力を伝  

達させるために，杭長が長くなることと，被庄地下水が  

土丹層内に存在していることによる盤ぶくれ防止対策の  

ため，連続壁の長さを51．3mとしなくてはならなかった．  

そのため，地下工事には慎重な計画と施工が要求された．  

§6．DtA－WINIの施工  

DIA－WIN［工法は，山留め壁・杭としてだけでなく，  

剛接合成壁および2方向版合成壁としての地下躯件の機  

能も持っている．   

掘削によって掘り出された連続壁を合成壁として有効  

に機能させるには，後行地下躯体のコンクリートとの付  

着を高める必要がある．   

そのために，合成壁処理として「連絶壁高圧洗浄」と  

「ケミカルアンか一工事」をおこなった．以下にその概要  

を述べる．  

6－1連続壁高圧洗浄   

掘削後に現れる連続壁は，土やスライムが付着してお  

り，緩行躯体と一体となる合成壁を施工するためには，  

これらを洗い落とす必要がある．   

そのため，連続壁面に高圧水を吹き付け，壁面の洗浄  

をし，さらに目荒らしをおこなった（写真－1）．  

6－2 ケミカルアンカーエ手   

連続壁の洗浄後，地下躯体との接合部にケミカルアン  

カーの施工をおこなった（写真－2）．   

施工箇所は連続壁と取り合う地下外周部の柱・梁・壁  

である．また，施工に伴い現場にて引張試験をおこなっ  

たので，その結果も義一1に示す．  

§5．エ手工程と地下工法の選択  

本市街地再開発事業は，A棟およびB棟を併せて1街区  

1敷地として計画中話されている物件である．   

また，A棟建物内部には，地域冷暖房（DHC）による  

熱供給をおこなうための施設が設けられおり，街区とし  

て機能させるためには，工事の竣工を同時期とすること  

が条件となっていた．A棟の概要を以下に示す．   

敷地概要：容積率／建ペい率 800／800  

敷地面積 5，251．22mZ   

建築概要：延床面積 68，954m2  

容模対象外面積11，257m2   

施設構成：ホテル，業務†地域冷暖房施設  

階数 地下6F，地上27F，塔屋1F  

高さ 軒高115m，最高高さ115m  

掘削深さGL－35．7m   

主要構造：地下階SRC造 地上階S造   

当初よりA棟の工期は50カ月，B棟は既存建物の地上  

部解体を含めて工期37カ月として計画されており，完成  

時期は両棟とも平成10年8月と設定されていた．   

A棟工事着手時に，B棟敷地では地上9階，地下2階の  

SRC事務所テナントが使用している状況であった．   

B棟工事においては，既存ビルの地下躯体が障害となる  

ため，工期が必要であり，順打工法では45カ月を要し，  

設定工期を8カ月超過することになった．   

この設定工期を満足するために，逆打工法を採用する  

§7．構責柱の施工   

連続壁の施工と同様に，杭・構真柱工事の施工箇所に  

おいても旧建物が障害になるため，先行してCD機による  

既存地下室と基礎杭の解体撤去をおこなった．また．撤  

去後の穴は，アースドリル杭削孔時の孔壁崩壊を事前に  

防止するため，発生土を改良し，埋め戻しをおこなった．  
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写真－1連続壁高圧洗浄  

義一1合成壁引張試験結果  

写真－2 ケミカルアンカーの施工  
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管理目標値 柑．5（一正／cn了）   

検査機補正による実測値 7タッチルト：40mmx40mm   
剥離面積こ16cn了  
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図－6 障害撤去施工箇所  

施工箇所および杭・構真柱工事のフローは，それぞれ  

図－6，図－7に示す．  

7－1構真柱の地租   

構裏柱は逆打工法において掘削時に上部躯体を支える  

ための鉄骨の柱である．構真柱の全長が27mにもおよぶ  

ため，当現場では，3分割で搬入し，地租を行う必要が  

あった．   

敷地が狭く，水平地組ヤードの確保が困難なため，架  

台と仮穴を用いた垂直地組工法を採用した．ジャッキで  

固定した鉄骨が垂直になるようにトランシットで通りを  

見ながらワイヤーとレバーブロックで歪みを取り，地組  

をおこなった（図－8）．  

7－2 構真柱の連込   

構鼻柱のアースドリル杭への建込方法は，杭のコンク  

リート打設前に構異柱の建込を行う先差し工法と，打設   
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図－7 杭・構莫柱工事フロー  

後に建込を行う後差し工法がある．   

前者は確実に杭のコンクリート内に建込むことが出来  

るが，打設時に芯ずれを生じる危険がある．当工事では，  

垂直性の確保と建込作業を迅速に行うために，コラム管  

方式を採用し，後者の後差し工法で施工した．  

7－3 構真柱架台撤去および埋め戻し   

架台の撤去に関して，工程上，構頁柱定着部の支持耐  

力となるコンクリート強度3N／mm2がコンクリート打設後  

10時間で得られる必要があったため，杭コンクリートの  

うち上部5．Omを普通ボルトランドセメント，以深を高炉  

セメントB種を使用することで目的が達成されることを   
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§8．地下逆打躯体の設計と施工  

8－1地下逆打躯体の設計  

（1）支保工の設計   

地下道打躯体の1FおよびBIF～B3Fの床版・大  

梁・小梁を山留め支保工として利用することとした．   

床版厚は，1Fを300mm，その他はすべて250mmとした．  

また，山留め支保工としての地下躯体の応力算定は，SRC  

梁に関しては鉛直応力を鉄骨（S）で負担し，山留壁反力  

による応力を鉄筋コンクリート（RC）で負担するものと  

した．RC梁に関しては鉛直応力と山留壁反力による組み  

合わせ応力とした．  

（2）逆打躯体の構造設計   

地上躯体を含めた架構の設計方針を以下に示す．   

固定荷重 地上部分スラブ重量＋鉄骨重量＋天井  

地下部分スラブ重量＋梁重量＋構鼻柱重量   

仕上荷重 地上部分柱・梁・小梁 20kg／m   

特殊荷重 タワークレーン 200t（架台共）   

積載荷重（表－2）は作業荷重および仕上げ材の搬入  

を考慮した．   

地震力吼の計算に用いる式は，下記によった・   

吼＝ZX属fXAfXC♂×W‘  

Z：地震地域係数（＝1．0）  

月～：振動特性係数（＝1．0）  

A王：層せん断力係数分布（＝1．0）  

Cロ：標準せん断力係数（＝0．1）  

町：重量   

逆打部への地震力は，RC連壁とA棟躯体の受働抵抗と  

せん断抵抗で受け持つものとし，1F床で伝達するとし  

た．構鼻柱の断面算定は，柱頭ピンとし，その座屈長は  

地下躯体最下部から杭頭までの1．2倍とした．  

8－2 地下逆打躯体の施工   

地下逆打躯体に関しては，現場の立地の特殊性や工期  

を考慮し，施工をおこなった（図－11）．  

（1）掘削   

本建物の地下掘削においては，A棟の地下躯体が先行し  

て出来上がっているため．A横側からの土庄がない（図－  

12）．したがって，道路側を掘削しなければ支保工とした  

躯体に土庄がかからないので道路側1スパン以外は，吊  

り型枠を使用することで，コンクリート打設後速やかに  

掘削に移行できる．本現場では，コンクリート強度が発  

現する日数を逆算した結果，打設から3日後に掘削を開始  

し，掘削作業を中断することのないような施工をおこな  

った．   

3次掘削までは既存建物の解体が主な作業となり，重  
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図－10 B4F捨てコン天端での構鼻柱の芯ずれ  

表－2 逆打工法用の積載荷重  

部位  ラーメン川（kg／ポ）  地震用（kg／ポ）   

地上部分   10   10   

1階床   4 00   200   

地下部分   10   】 0   

確認して，施工をおこなった．  

7－4 施工結果   

構莫柱天端のレベルの実測値は国－9に示すとおりで，  

生じた誤差については地上の鉄骨の長さで調節した．ま  

た，構真柱と地上柱の水平方向のずれは，地上1節の柱  

のエレクションピースの取付位置で調節した．   

最下部の捨てコン天端での構莫柱の芯ずれについては  

図一川に示す．  
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グランドホーム工区下の既存躯体の解体の際，新設梁  

および差し筋を傷つけないように施工した結果，作業能  

率の低下を招いたので．今後は，床付けの際に梁下100cm  

くらいまで先行解体をして埋め戻しておくなどの考慮が  

必要である．  

（2）作業床の設置   

シルト層の軟弱地盤であるため．作業床面から約50cm  

程度地盤改良をおこなった．その際，地下の閉鎖空間で  

あることを考慮して，粉塵の飛散が少ない塊状の地盤改  

良材であるジオライトスーパーを使用した．床付け完了  

後に60mm厚の作業床コンクリートを打設した．  

（3）地下鉄骨建方   

荷降ろし開口より地下に降ろした鉄骨梁は，台車で横  

移動し，ミニクレーンで建方をおこなった（写真－3）．  

梁は設計寸法より長くしておき，掘削完了後に実測し，  

切断加工して搬入した．また，建方時に，吊り型枠用の  

H鋼も梁上に設置した．  

（4）鉄筋組立   

梁鉄筋の組立ては大梁鉄骨部，外周連壁部，グランド  

ホーム部，RC小梁部の4種類の保持方法を採用した．（写  

真－4－6，図－13）  

（5）鉄筋の継手   

グランドホーム部耐力壁筋，ダメ穴部鉄筋  

‥・ネジテッコン無機ダラウト継手（機械式継手）   

柱筋コーナー部・‥上部ネジテッコン  

下部エンクローズ溶接   

その他柱筋‥・上部ネジテッコン  

下部重ね継手   

耐力壁‥・差し乳量ね継手   

非耐力壁‥・片ネジ差し筋，重ね継手  

（6）型枠（先行躯体）   

敷地および施工エリアが狭いため，仮設材・型枠材の  

搬出を極力少なくすることを課題として地下部分の型枠  

工事の計画をおこなった．   

梁型枠支保工については掘削の項で述べたように，工  

期短縮も考慮し，吊り型枠工法（NS工法）を採用した．   

側型枠は，デッドスペース，および地中梁については  

デッキ型枠を，その他の部分については在来ベニヤ合板  

を使用した．   

スラブ型枠は，デッドスペース，B4Fスラブについて  

はデッキ型枠を，その他の部分についてはオムニヤ版を  

使用した（写真一7）．オムニヤ版の敷込は，短辺方向は  

天井ホイストクレーンで，長辺方向は各スパンに1箇所  

づつワイヤM固定ピースを取り付けて，索道により施工  

した．   

図－11地下逆打基本フロー  

道路側   

図－12 土庄の影響の有無  

写真－3 ミニクレーンによる鉄骨建方  

機は，残土積込用バックホー（0．7m3）を1台，解体・  

集土用にジャイアントブレーカー併用でバックホー（0．25  

－0．45m3）を最大7台使用した．   

4次掘削以深は，既存ベノト杭の解体を伴う掘削が主  

な作業で，積込用にクラムシェル（0．7m3）を使用した．   

この施工計画に基づき，3～6次掘削を施工し，在来  

工法で設定された工期を1．5カ月短縮することができた．   
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写真－6 グランドホーム部  写真一4 大梁鉄骨部  

一般部  上筋受FB溶接部 一般部  

写真－5 外周連壁部  

さらに，型枠工事に伴う仮設工事に関して，掘削深さ  

を考慮して，仮設材の使用を極力減らした．   

これらの型枠工事計画は，復行躯体施工時の型枠材の  

搬出人量および労力から推察して，有効であったことが  

実証された．  

（7）コンクリート   

各階の復行躯体のコンクリート打設に関しては，1回  

の打設呈をできるだけ多くすることで，打継ぎ箇所数を  

減らし，打継ぎ止め枠材等の費用を少なくするための検  

討を以下のようにおこなった．  

①シース管工法   

長 所・1回の打設量を多くすることができる．   

短 所・下層階打設後に．上部階の打設をおこな  

う必要がある．   

検討項目・上部階の仕上げ工程の最終開始日の検討．  

■シース管挿入スペース確保のためのフカ  

シおよび配筋の検討．  

②庄人工法   

長 所・上部階が先でも打設が可能．  

・好きな箇所から打設が可能．   

短 所・1回の打設量が少ない．  

図一13 RC小梁部  

・庄人口にデリバリーホースを脱着する際，  

残コンが生じ，処理に手間がかかる．   

検討項目・残コン処理場所の検討  

当現場では，Bl～B3Fまで（一部を除く）をシース  

管工法で施工し，以深を圧人工法で施工した．   

また，残コン処理はデッドスペース等にピットを設け  

て場内処理とした．   

シース管工法と圧人工法では，上部階との打継部のす  

きまはほぼ同じであり，1回の打設量が多い分シース管  

工法の方が有利であるという結果を得た．  

（8）打ち継ぎ処理   

耐力壁の先行躯体の下部にゲラウト用特殊ホースを取  

り付け（写真－8），復行躯体施工後，強度発現を確認し  

てからゲラウト処理をおこなった．   

また，特殊ホースによるダラウト注入工法を採用する  

に先立って，連打状態を再現した試験体を用いてせん断  
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写真－フ ォムニヤ版敷込   写真－8 特殊ホース取付状況  

図－14 当初逆打工程と実施逆打工程の比較  

表－3 打継試験体のせん断力強度結果  
討を行い，結果として従来逆打工程を1．5カ月短縮するこ  

とができた（図－14）．  
打詮方潰  処理方法  拭麒麟 No  結1 〔kトり  有効 断面積 （Gnl】  稟性事 （mmノ        一体打ちの せん断強度 に対するれ含 ・ヽ∴        札′mrJ  」dノcrイ  平均 せん断強度 （W／Cn了）   

N0†  1：】2  1】02  OD（）6  I？0  122   

■処理              ト0  29日    No2  18  11D2  0（】02  071  12  

腫打ち  Hl⊃3   拭翳できす  
N0l  25（】  1†02  0【I28  2．ヱ丁  2ユl   

水洗揮              2t  668    No2  198  1102  0012  180  183  

N（）3  258  11（】2  0．026  232  2こ【丁   

No1  ‖け  999  ¢018  1日7  19l   
30cm              †1  4ユ丁    仙）2  93  9gg  q．Ot9  09j  95  

連打ち  N（〉3  138  999  0〔氾1  138  141  
N0．1  152  99g  0．002  152  155   

20cm              14  4Jt    N【）2  142  999  ○O11  142  ＝5  

N03  118  9，9  D0（I2  11七  120   

Nol  一郎  tlヰ¢  001l  321  327   
一体打ち  32  tOO    HD2  ユ58  ††ヰ0  00丁7  3＝  320  

H03  封沌  11ヰ0  00：柑．  323  32g  

§9．おわりに  

今回の特殊条件における地下工事の施工をした結果，  

連続壁・杭構鼻柱工事をはじめ，逆打工事においても敷  

地の狭さ．施工エリアの狭さを痛感した．しかし，工夫  

をすれば十分施工は可能であり，工期の短縮を実現する  

ことができた．   

最後に，本工事の計画・施工にあたり，竹芝再開発出  

張所の皆様をはじめとした関係各者からご指導をいただ  

きましたことに対して．心より謝意を表します．  
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試験をおこなった．   

表－3に示された結果より，打継面を水洗いし，特殊  

ホースを用いてダラウト庄人をおこなえば，十分な強度  

がでるという結果を得ることができた．  

（9）計画工程と実施工程の比較  

当現場では，当初38ヶ月で計画された逆打工程を  

さらに短縮するために，吊り型枠・オムニヤ版スラブの  

使用，およぴシース管によるコンクリート打設などの検  

118  


	2002/04/22 14:22 g021_15.tif

